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た。対象症例は乳癌 40倒，乳腺症4例である。 リンパ
管造影所見は転移高度な症例を除いて，転移陽性例に特
有な像は認められないが， リンパ管の局所的拡張，拡張
を伴なう中絶，副行路形成などが診断の参考になる。リ
ンパ節像の観察には拡大撮影，服胃酸素注入法などの特
殊撮影が有効であり，転移リンパ節は欠損部との境界が
明瞭な虫くい状，辺影欠損，三日月状などの陰影欠損像
および線状影を示すものが多い。なお脂肪組織の増加，
漉胞の腫大および増生などにより，転移リンパ節との区
別が困難な像を認めることができるが，出現頻度は低率
である。造影所見を総合的に判読し，正診率は 82.5%で
あり，ことに U. I.C.C.分類の stage 1，Iの症例に
有効で、あると考える。 
58. 胸管リンパ液中癌細胞
庵原昭一，千野宗之進，伊藤文雄
藤田昌宏，奥井勝二
われわれは 1959年より流血中癌細胞の検索を行なっ
てきたが 1965年 1月よりさらに胸管リンパ液中癌細胞
の検索を行なっている。リンパ液採取は左鎖骨部胸管に
ポリエチレン管を挿入して行なった。リンパ液中癌細胞
は上皮性結合を有する集団としてみられることが多いの
で腫虜細胞診断としてかなりの信頼性がある。腫蕩細胞
陽性率は胃癌 13/33(39.1%)直結腸癌など下腹部癌 
0/10 (0%)と原発臓器別に差がみられ，また胃癌研究会
規約リンパ節転移と陽性率は No:0/2， N1: 0/4， N2: 
1/9 (11.1%)， Ns: 4/8 (50.0%)，N4: 7/7 (100.0%) 
と密接な相関関係があり， さらに Stage分類，左鎖骨
上部リンパ節転移などとも密接な関係がみられた。手術
前，中，後持続的に検索した 29例については陽性例 8例
は全例手術中癌細胞の著明な増加を示し，またリンパ系
造影中検索した 11例についても造影によって癌細胞数
の著しい増加をみた。今後，放射線照射，放射性同位元
素，制癌剤の影響なども検討する予定である。 
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奥井勝二，岩瀬亀夫，原久弥，秋阿武承
胃細胞診の採取法は内視鏡の発達によって最近著しい
進歩をみたが，細胞の形態学的判定にはなお限界が存在
する。
われわれはこれを酵素化学的染色によって同定するこ
とを試み，組織化学的検索を基礎に 17種の酵素につい
て検討した。
その結果 Leucineaminopeptidase，Alkaline pho-
sphatase，N AD-diaphoraseおよび Phosphory1aseの
四つを組み合わせることが胃癌細胞の判定に有効である
ことを知った。
われわれはこれらの酵素化学的染色を直視下生検スタ
ンプ，直視下洗糠法およびスポンジ擦過法によって得た
細胞に応用しているが，形態学的染色で判定困難な症例
も酵素化学的に判定可能の場合もあり早期胃癌診断に有
効な方法であることを知ったので報告する。 
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われわれは人癌組織の invitro cultureにより制癌
剤の投与法，薬剤感受性テストに関する基礎的検討を続
けてきたが，さらに DiffusionChamberによる培養を
行なってみた。われわれの考案した DiffusionCham-
berは， Ringは 12.0x12.0 cmの silicontubeを巾
約 0.8cmに切り，その両端につける MilliporeFilter 
は HA型， 13mmで，接着剤に MilliporeCement#1 
を使用し， Chamber内に 0.8XO.8cmの coverglais 
を固定し，その上に solidtumorを附着させ，これを 
Donryu系ラッテの両側腹腔内へいれた。その培養成績
は良好であり種々の細胞が観察できる。これら培養細胞
に対して制癌剤を腹腔内に投与し，培養細胞の制癌剤に
よる形態学的変化を検討した。これは invivo投与が 
in vitroの実験より制癌剤の生体内濃度において，より
臨床的投与に近い条件であることが特徴である。また 
in vitroで不活性で invivoで活性化される薬剤の実
験も可能であり目下実験中である。 
61. 癌化学療法の感受性テストならびに副作用防止に
関する研究
-特に 3H・Thyr川dineαutoradiogrophyによる一
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われわれは，過去数年来，実験腫療ならびに人胃癌組
織，人癌性腹水などの試験管内初代培養を試み，制癌剤
の各種薬剤に対する影響を検討し，制癌剤の最低有効濃
度とその作用時間の決定，および，各種薬剤の感受性テ
ストなどを，日本癌学会その他において報告してきた。
かかる実験に供した人胃癌性腹水の培養細胞に対して
は，協同研究者原沢は，培養細胞の染色体の分析から，
培養細胞中に癌細胞の存在を証明し，充分実験に供しう
ることを実証したが，演者は，人胃癌組織培養細胞に関
して，原組織の癌細胞の DNAを， 3H-Thymidineで 
labelし，その labelした癌細胞の培養により，初代培
